


広報きたしおばら ②

村職員・特別職の給与のあらまし
村職員の給与は人事院勧告や県の人事委員会勧告を基に、特別職の給与・報酬額は特別職報酬審

議会等の審議に基づき、村議会での審議を経て決定され、支給されます。
村職員の給与や職員数の実態を広く知っていただくためにその内容についてお知らせします。

平
成
15
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び
平
成
16
年
度

一
般
会
計
当
初
予
算
の
給
与
費
の
状
況
は
「
表

１
」・「
表
２
」
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
社
会
経
済
情
勢
を
考
慮
し
、
特
別
職
の

う
ち
村
長
、
助
役
、
収
入
役
お
よ
び
教
育
長
の
給

与
月
額
を
平
成
14
年
１
月
１
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

５
％
削
減
し
て
い
ま
す
（
表
６
参
照
）。

職
員
給
与
は
、「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
」

に
よ
り
給
料
表
が
定
め
ら
れ
支
給
さ
れ
て
お
り
、

平
成
16
年
４
月
１
日
現
在
の
状
況
は
「
表
３
」・

「
表
４
」
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
職
員
の
給
与
水
準
を
表
す
指
数
（
ラ
ス

パ
イ
レ
ス
指
数
）
は
「
88.1
」
と
県
内
で
最
も
低
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
（
表
９
参
照
）。

・
期
末
・
勤
勉
手
当
（
表
２
・
表
５
参
照
）

民
間
企
業
の
ボ
ー
ナ
ス
に
相
当
す
る
手
当
で

す
。
支
給
割
合
は
、
国
・
県
と
同
じ
で
す
。

・
そ
の
他
の
手
当

こ
の
ほ
か
超
過
勤
務
手
当
や
扶
養
手
当
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
給
要
件
に
該
当

し
た
時
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（表１）平成15年度人件費の状況
（一般会計決算）

住民基本台帳人口
（Ｈ16年3.31現在）

3,498人
※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

3,387,266 589,375 17.40％ 621,310

歳出額① 人件費②
人件費率
（②／①）

（参考）14年
度の人件費

（表２）平成16年度職員給与費の状況
（一般会計から給料を支払っている職員分）

職員数
（A）

区分
一般行政職
技能労務職

平均年齢
42歳１月
54歳９月

平均給与月額
301,800円
270,000円

65人 236,376 40,582 94,870 371,828 5,720

給与費
給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

一人当たりの
給与費（Ｂ/Ａ）

※平成16年当初予算に計上された額で退職手当は含みません。

単位：千円

（表３）職員の平均年齢及び平均給与月額の状況
（平成16年４月１日現在）

単位：千円

（表４）職員の初任給の状況

（表５）職員の期末・勤勉手当 （表６）特別職の給料（報酬）の状況

（表７）一般行政職の級別職員数の状況

（表８）過去５年間の職員数の推移

給料（報酬）月額

給

料

村　長
助　役
収入役
教育長

667,850円
534,850円
501,600円
501,600円

報

酬

議　長
副議長
議　員

261,000円
211,000円
190,000円

給料（報酬）月額の1.15
倍の額に次の支給期別に
応じた率を乗じた額
６月期　1.6月分
12月期　1.7月分

3.3月分

期末手当

区分

区分
６月期
12月期
計

区分

区　分
平成
12年度
58 56 57 52 47

13 15 14 14 17

10 6 7 5 5

81 77 78 71 69

平成
13年度

平成
14年度

平成
15年度

平成
16年度

一般行政
特別行政

（教育関係）
公営企業等職員
（上・下水道、国保・介護）

職員数計

職員数 ５人 ７人 ７人 14人 ９人 ５人 ３人 ０人 50人
構成比 10.0％ 14.0％ 14.0％ 28.0％ 18.0％ 10.0％ 6.0％ 0.0％ 100.0％

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級
代表的な
職種

主事補
技師補

主事
技師

副主査
副技査

班長
主査
技査

班長 課長 課長 参事
計

期末手当
1.40月分
1.60月分
3.00月分

勤勉手当
0.70月分
0.70月分
1.40月分

大学卒
高校卒

一般行政職
決定初任給 採用２年経過後
170,700円 184,400円
138,800円 148,500円

技能労務職
決定初任給 採用２年経過後

─ ─
131,900円 140,700円

（平成16年４月１日現在）

（平成16年４月１日現在）

（平成16年４月１日現在）

※一般行政職の職員数は16年４月１日現在の職員数合計（69人）から税務職（５人）、保健師（１人）、幼稚園教
諭（９人）労務職（４人）を除いたものです。

単位：人 （表９）ラスパイレス指数
山 都 町
喜 多 方 市
高 郷 村
塩 川 町
西 会 津 町
熱塩加納村
北 塩 原 村

※喜多方地方の市町村のみ抜粋

98.6
98.4
93.6
93.5
92.7
89.2
88.1

※村長、助役、収入役、教育長の月額は５％減額後で掲載。

人
件
費
の
状
況

経
済
情
勢
を
考
慮
、

四
役
給
与
を
５
％
削
減

[

給
　
料]

県
内
で
最
も
低
い
水
準
の
職
員
給
与

[

諸
手
当]

職
員
給
与
の
状
況



③ 広報きたしおばら

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

平
成
17
年
分
か
ら
消
費
税
が
変
わ
り
ま
す

消
費
税
法
の
改
正
に
よ
り
、
個
人
事
業
者
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て

平
成
17
年
分
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。
主
な
改
正
点
は
次
の
と
お
り
で

す
。

消
費
税
の
事
業
者
免
税
点
が
、
課
税
売
上
高
３，

０
０
０
万
円
か

ら
１，

０
０
０
万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

従
っ
て
、
平
成
17
年
分
の
基
準
期
間
で
あ
る
平
成
15
年
分
の
課
税

売
上
高
が
１，

０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
個
人
事
業
者
の
方
は
、

平
成
17
年
分
に
お
い
て
課
税
事
業
者
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
新
た
に
課
税
事
業
者
と
な
る
方
は
、「
消
費
税
課
税
事
業
者

届
出
書
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
未
提
出
の
方
は
所

轄
の
税
務
署
に
速
や
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
基
準
期
間
に
お
け
る

課
税
売
上
高
の
上
限
が
５，

０
０
０
万
円
（
改
定
前
２
億
円
）
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

従
っ
て
、
平
成
17
年
分
の
基
準
期
間
で
あ
る
平
成
15
年
分
の
課
税

売
上
高
が
５，

０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
個
人
事
業
者
の
方
は
、

平
成
17
年
分
に
つ
い
て
は
簡
易
課
税
制
度
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

こ
の
場
合
、
課
税
仕
入
れ
等
に
係
る
消
費
税
額
の
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
課
税
仕
入
れ
等
の
事
実
を
記
録
し
た
帳
簿
及
び
課
税
仕

入
れ
等
の
事
実
を
証
す
る
請
求
書
等
の
両
方
の
保
存
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

不
明
な
点
は
、
最
寄
り
の
税
務
署
ま
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

②
簡
易
課
税
制
度
の
適
用
上
限
の
引
き
下
げ

①
事
業
者
免
税
点
の
引
き
下
げ



広報きたしおばら ④

小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
第
１
回
目
の
ス
キ
ー
教
室
が
１
月
23
日

（
日
）、
裏
磐
梯
ス
キ
ー
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
・
保
護
者
合
わ
せ
て
24
人
が
参
加
し
、
初
心
者
か
ら
上
級
者

ま
で
元
気
い
っ
ぱ
い
滑
り
ま
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
る
中
、
指
導
者
の
丁
寧
な
教
え
を
受
け
、
子
ど
も

た
ち
は
少
し
ず
つ
上
達
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

ス
キ
ー
教
室
は
、
２
月
、
３
月
に
そ
れ

ぞ
れ
１
回
ず
つ
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

１月29日（土）、構造改善センター（北山）において、おも
しろゲーム大会を行いました。20人の参加者が３班

に分かれ、最近遊ぶ機会が少なくなった、
かるたやトランプ、吹き矢などで点数を競い

合うなど、楽しくゲームをしました。班の優勝者
には、ステキな賞品がプレゼントされたほか、
ビンゴゲームでは、全員が賞品を手にするな
ど、子どもたちはとても満足げでした。

いわき市との交流事業が１月27から28日にかけて、休暇村磐梯高原と
裏磐梯猫魔スキー場において開催されました。
この交流事業には大野第一、同第二小学校５年生24人、本村小学５年生
33人のほか、両市村の引率者、指導者など合わせて84人が参加。１日目
は、休暇村のクロスカントリースキーコースにて歩くスキーを体験。指導
者から動物の足跡や木、植物とのかかわりなどの話を聞きながらスキーを
楽しみました。２日目は、裏磐梯猫魔スキー場にてアルペンスキーを体験。
本村の子どもたちが、いわき市のこどもたちにスキーを教えながら交流を
深める姿も見られ、終盤にはいわき市の子どもたち全員が、自分で滑れる
ようになっていました。子どもたちは夏と冬の交流を通して友情が
芽生え、別れを惜しんでいました。

～海の子山の子スキーツアー～



⑤ 広報きたしおばら

１　実施期間

２　実施医療機関

３　対象

４　自己負担金

５　受診方法

６　持参物

７　検診当日

８　検診結果

＊乳ガン検診対象者には、通知が送付されています。通知がこない方で
検診を希望される方は、保健センターにお問い合わせください。

平成17年２月28日（月）まで

県立喜多方病院

40歳以上の女性
（40歳以下の方でも希望の方は受診可）

1000円（病院窓口に直接お支払いください）

希望する日時を２週間前までに電話で予約
予約受付：県立喜多方病院 ２２-２１８１

「乳ガン施設検診申込書」「問診票」

１） 受付　①午前 8時45分 または
②午前10時45分

２）外科外来で検診を受けます

当日病院でお渡しします

■問い合わせ先　保健センター　 ２８－３７３３

裏
中
生
の
取
り
組
み
発
表

組
み
を
発
表
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
甲
子
園
は
、
自
然
災
害
か

ら
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、
助
け
合

う
心
の
大
切
さ
な
ど
子
ど
も
た
ち

の
防
災
の
取
り
組
み
を
顕
彰
す
る

目
的
に
よ
り
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、

応
募
の
あ
っ
た
26
都
道
府
県
87
小

中
学
校
の
中
か
ら
裏
磐
梯
中
学
校

な
ど
９
校
が
入
賞
し
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
と
小
椋
さ

ん
の
２
人
は
、
明
治
の

磐
梯
山
の
噴
火
か
ら
で

き
た
裏
磐
梯
の
自
然
を

紹
介
し
た
後
、
火
山
性

地
震
の
多
発
に
よ
る
学

校
・
地
域
ぐ
る
み
の
防

災
の
取
り
組
み
を
通
し

て
、
ど
う
自
然
と
向
き

合
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
か
を
発
表

し
ま
し
た
。

右
か
ら
阿
部
成
未
さ
ん
、
小
椋
光
さ
ん
、

深
谷
校
長
先
生
※
裏
中
校
長
室
に
て

阪
神
・
淡
路
大
地
震
10
年
記
念

事
業
「
子
ど
も
ぼ
う
さ
い
甲
子
園
」

が
１
月
８
日
（
土
）、
同
実
行
委

員
会
主
催
、
毎
日
新
聞
社
等
共
催

に
よ
り
、
神
戸
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
裏
磐
梯
中
学
校
の
阿
部
成

未
さ
ん
（
３
年
）
と
小
椋
光
さ
ん

（
２
年
）
の
２
人
が
深
谷
校
長
先

生
と
と
も
に
出
席
、
同
校
の
取
り

南東北裏磐梯診療所から
のお知らせ

【 】
「ノロウィルスによる健康障害が全
国で多発しています。嘔吐、腹痛、
下痢、発熱などの症状で、幼児や
高齢者など抵抗力が弱い人が感染
すると重症になる恐れがあります。
予防法は“確実な手洗い”。食事

前やトイレの後は特に念入りに行っ
てください」

南東北裏磐梯診療所
３２-２００９

大原　宏夫医師
（南東北裏磐梯診
療所・同桧原診
療所責任者）

【担当曜日】水曜日【専門】脳神
経【出身地】福島市【趣味】読
書、スキー【抱負】気軽にいつ
でも受診できる診療所にしてい
きたいと思います。
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下
川
前
　
星
　
保
美
子

大
塩
　
　
鈴
木
昭
子

剣
ケ
峯
　
斎
藤
ト
シ
子

北
山
　
　
武
藤
敏
子

大
塩
　
　
渡
部
豊
子

曽
原
　
　
大
森
カ
ツ
子

桧
原
　
　
伊
藤
喜
代
志

大
久
保
　
冨
田
供
子

下
川
前
　
星
　
ミ
サ
子

狐
鷹
森
　
宮
野
玉
枝

羽
入
幸
恵

高
畑
か
お
り

山
本
由
江

内
海
怜
子

中
川
意
子

千
葉
達
子

会津鉄道「AIZUマウント
エクスプレス号」が３月１

日より、会津若松駅（土休日の
一部は喜多方駅）－鬼怒川温泉駅
まで乗り換えなしの直通運転（浅草

駅まで乗り換え１回）となります。

首都圏方面へのお出かけや、首都圏からの誘客に
ついて利便性が向上するものと期待されます。
■問い合わせ先
会津鉄道 ０２４２-２８-５８８５
ホームページhttp://www.aizutetsudo.jp/

やま

報
やま

報

ワンクリック不当契約サイトに注意

最近、ホームページを閲覧中、あるいはメールで送信

された本文に記載されたホームページにアクセスしたと

ころ、いきなり、「入会ありがとうございます」などと、

契約成立したようなページを表示し、不当に金額を請求

するといった悪質商法（一般に「ワンクリック不当契約

サイト」といわれています）が急増しています。

なお、例え規約などにクリック即契約成立などと明記

されていたとしても、契約意思の確認をせずに、いきな

り契約が成立することはありません。

メールなどで請求が来ても、無視するようにしてくだ

さい。

ただし、当該ホームページのそれ以上の閲覧行為は慎

むようにしましょう。利用する意思があると思われ、契

約に納得したと判断される恐れがあります。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
災
害
時

等
に
お
け
る
安
否
確
認
用
電
話
と

し
て
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１

７
１
）
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

新
潟
県
中
越
大
震
災
に
お
い
て

も
35
万
件
の
利
用
が
あ
る
な
ど
、
そ

の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
ま
す
。

災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７

１
）
は
、
災
害
発
生
に
よ
り
電
話

が
か
か
り
に
く
い
状
態
に
な
っ
た

と
き
に
運
用
さ
れ
る
も
の
で
、
通

常
は
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
が
、
毎

月
１
日
は
、
体
験
利
用
日
と
し
て

24
時
間
利
用
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能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
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え
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。

１
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１

詳
し
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は
、
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記
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で

①
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http
://w
w
w
.ntt-east.co

.jp
/

vo
icem

l

②
電
話
「
１
１
６
」
番

③
ハ
ロ
ー
ペ
ー
ジ
（
五
十
音
別
・

企
業
名
）「
災
害
と
電
話
」
の
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
体
験
利
用
提
供
日
】

毎
月
１
日
（
24
時
間
利
用
可
能
）

■
利
用
方
法

①
１
７
１
に
ダ
イ
ヤ
ル

②
利
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い

伝
言
の
録
音
・
再
生AIZUマウントエクスプレ

ス号（左）と、鬼怒川温泉
駅－浅草駅間を運行する東
武スペーシア

予防法は…
■分からないところから送られてきたメールに記

載されたホームページにはアクセスをしない。

■ホームページの閲覧においてもむやみなクリッ

クを避ける。
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よも

情
よも

情

休日当番医

ひらの医院………… 22 - 3135

手代木医院………… 22 - 0034

福田耳鼻咽喉科…… 24 - 4187
藤井医院…………… 23 - 0023

第二次救急当番医

小 野 病 院………… 22 - 0414
鳴 瀬 病 院………… 24 - 3333
有 隣 病 院………… 24 - 5021
佐 原 病 院………… 22 - 5321

第２次救急当番医は、休日・夜間に入院治療を必
要とする重症患者の救急医療体制です。

１月１日から、労働組合法改正に伴い「福島県地
方労働委員会」の名称が「福島県労働委員会」に変
更となりました。
当委員会では、引続き、労使間の賃金未払い、退

職強要、解雇、懲戒処分といった労働条件をめぐる
トラブルについて、労使双方から相談を受け付けて
います。費用は無料です。お気軽にご相談ください。
なお、生かせる労働情報を提供するため、月２回、
無料のメールマガジンを発行しています。詳しくは
ホームページをご覧ください。
■相談日時：毎週月曜日～金曜日

午前８時30分～午後５時15分
■連 絡 先：福島県労働委員会事務局

０２４-５２１-７５９４
■ホームページアドレス：

http://www.pref.fukushima.jp/roui/

福島県

地域づくりサポート事業
地域づくりサポート事業では、魅力ある地域社会を

実現するために民間団体等が行う、地域の特性を生か
した地域づくり活動を支援します。
■対象事業
地域特性を生かした広域的、先進的及び先駆的な事
業で特に効果がある事業
■対象者
地域づくり団体等の民間団体
■補助率
補助対象経費の３分の２以内（限度額あり）
■申込方法
所定の用紙により、会津地方振興局に提出してくだ
さい。
■募集期間
第二次募集
平成17年４月18日（月）から平成17年５月13日（金）
※事業補助の可否通知は６月下旬の予定です。
※申請書は、会津地方振興局または福島県ホームペ
ージ（下記）からダウンロードできます。
http://www.pref.fukushima.jp/chiiki-shin/
indexhtm.htm

■問い合わせ先
福島県会津地方振興局地域づくり・商工労政グループ
０２４２・２９・５２９２

地域づくり応援事業では、「会津はひとつ」の認識の
もと、地域全体の連帯意識を醸成し、住民参加や民間
活力により地域振興の実現に寄与する活動を支援しま
す。
■対象事業
地域の一本化・地域の個性化・地域活性化に、特に
効果があると認められる広域的な波及効果のあるソ
フト事業（原則として新規事業）
■対象者
地域づくり団体等の民間団体
■補助率
補助対象経費の３分の２以内（限度額100万円）
■申込方法
所定の用紙により、企画政策課地域振興班に提出し
てください。
■申込締切
３月11日（金）
※事業補助の可否通知は５月中旬の予定です。
※申請書は、企画政策課またはあいづふるさと市町
村圏協議会ホームページ（下記）からダウンロー
ドできます。
http://www.aizu-furusato.com

■問い合わせ先
企画政策課地域振興班　 ２３・３１１２

あいづふるさと市町村圏協議会
地域づくり応援事業
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大塩幼稚園　鈴木小百合
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門
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健
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ト
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（
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北
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三
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若
葉
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（
喜
多
方
市
）

村では、４月から入居できる公営住宅（新築木造
２階建３LDK）の入居者を募集します。

■募集戸数　　　２戸
■募集締切　　　２月21日（月）
■問い合わせ先　産業政策課　 23-3261

雪が深々と降り続いた１月21日、寒さを吹き飛ばす元気な子どもたちの歓
声が北山幼稚園に響き渡っていました。
この日は、北山長寿会と北山幼稚園の共催による「いっしょにあそんで」

が行われており、子どもたちは地域のおじいちゃんやおばあちゃんが昔遊ん
だお遊びなどを楽しんでいました。その中で、手ぬぐいで作った手作りおも
ちゃを生きているように操り、子どもたちを喜ばせていたのが北山長寿会長
の内海忠さん。「最近の子どもたちはお金を出せばすぐ遊べるおもちゃやテ
レビゲームなどで遊ぶでしょ。われわれのころと遊び方が違うから、何をし
て遊ぼうか悩んじゃったよ」と話していましたが、子どもたちの笑顔で不安
も吹き飛んだようです。
そんな忠さん、会長としてのモットーは「会員のみんなが団結し、仲良く

すること。そして何よりも健康でいること」。同会では、地区内の公共施設
や城跡などの除草、清掃作業といったボランティア活動をはじめ、ゲートボ
ールや輪投げ、ボウリングなどの健康づくり活動、さらにはデイサービスセ

ンターでの慰問活動や中学生との交流事業など年間さまざまな活動を実施していますが、幼稚園児とのお遊
び会は初めてで、とても楽しみだったとか。このほかにも小学校での交流事業の話もあるそうで、「最近は
子どもがかかわる残念な事件が多く、特に人との交流、ふれあい
が大切といわれているでしょ。今後も子どもたちの視線で、この
ような交流活動を続けたい」と話していました。
お遊び会も終盤となり、子どもたちから「木の実のペンダン

ト」をお礼にいただいた忠さんの感想は「子どもたちからパワ
ー、元気をもらったよ」。多くの会員の皆さんも同様で、子ども
たちとの交流は長寿会長のモットーである健康づくりにも一役買
っていたようでした。

－子どもたちの視線で
交流を続けたい。－

内海　忠さん（北山）－北山長寿会　会長

第48回

▲園児からプレゼントされた「木
の実のペンダント」を首にかけ
る忠さん

ぴ
ょ
こ
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こ
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く
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ぐ
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の
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も
ち
ゃ
に
大
喜
び

す
る
子
ど
も
た
ち




